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令和４年度 文化財防災訓練等実施状況報告 
都道府県名 

千葉県 

行 事 名 称 赤城神社消防訓練（文化財防火デー） 

実施期間・日時 令和4年9月 25日（日） 10時～11時 

実 施 場 所 流山市流山6丁目649  赤城神社（市指定有形文化財 1件を保有） 

主 催 者 赤城神社 流山市消防署（中央消防署） 流山市立博物館 

■実施内容 

訓練の想定 

赤城神社 本殿が放火により出火。文化財の所在する本殿に火災が発生したことを想定して実施。 

訓練の内容 

赤城神社 本殿より火災発生。発見・通報。水消火器を用いた初期消火を実施。   

消防団員による文化財（模擬）の搬出避難訓練を実施。 

消防署・消防団による放水訓練を実施。 

参加者及び役割分担 

赤城神社関係者：119番通報、初期消火、参拝者の避難誘導 

消防 第１方面隊第１分団：参拝者の避難誘導、文化財（模擬）の搬出、放水訓練 

流山市南消防署：全体統括、人命探索、放水訓練、講評 

流山市立博物館：現場立会い 

特に工夫した点 

数年続いているコロナ禍において訓練が実施できるよう、コロナ感染者数の減少傾向にあった９月下旬に時期

を移した。また密を避ける人員配置を行い、訓練参加者はマスク着用で実施した。 

問題点・課題 

訓練における行動は的確であるが、一層の迅速化を図る必要がある。 

その他 

市指定有形文化財を保有する流山・赤城神社で防災訓練を行うことによって、所有者及び住民の文化財への防災

意識を高める効果がある。 

訓練風景 

       
放水訓練状況                       ホース接続訓練状況 


